
を出力するアルゴリズムである。ここに、β（ズ・〆1）はズ・諾ト1か

らのβの最尤推定量である。

データ列∬1∬2，…が与えられるとき、アたを用いる逐次的正規化最尤

予測アルゴリズムを構成せよ。

問題3）β個の異なる確率モデルP（句‥欺），…，P（為；鳩）があり（f＝

1，2，．‥），それらは0＜α＜1を未知パラメータであるとして、

恕α粛華
（キア（し直にフ

考か剋珂〔
J LょフJ

P（昭汗嗜）＝

控
（ブ≠り

1－α（J＝り

の確率で遷移し合うとする。

今、データ列が＝諾い…，〇mが与えらたとき、モデルの変化点が1

つだけであると分かっているとして、MDL原理の考え方に従って、

この変化点を求めるアルゴリズムを示せ。

問題4）ある定義域ズ上の毎次元のパラメトリックな準率モカレア（ズ；β，硯

がβ個用意されているとする（ま＝1，…，β），たま≠姉≠ルデータ

がご1，∬2，…と逐次的に与えられる下で、各モデルではベイズ予測

を行ない、これらを統合して集合的予測することを考える。

ここで、ベイズ予測とは、各時刻舌について、各豆に対して、

鞄和。S（ズ匿‾1‥たま）＝／
P（ズ；∂，瑚P（畔上1）d∂

なる予測分布を出力するアルゴリズムである。f）（∂匿‾1）は事前分

布p（β）を与えた上で計算できる、∂のごま‾1からの事後確率である。

また、集合的予測とは、各時刻壬に対し、ざ個の予測分布のそれぞれ

に重み町を与えて線形に予測分布を出力するアルゴリズムである。

すなわち、時刻舌における出力予測分布を烏（ズ匝ト1）とおくと、

顛坤ト1）＝∑勒鞄耶S（和書‾1；軌

ただし、重みは以下の規則で逐次的に更新する。

勒＝欝的＝∑叫±

叫けり　＝　勒熊解凍瀬‾1；たま）

f　←　f＋1
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